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修正の理由 
 当第２四半期連結累計期間におけるわが国経済は、新興国の経済成長や政府の消費刺激策を受けて、企業業績や設
備投資に改善傾向が見られ回復基調が続きましたが、景気回復の牽引役であった輸出は、中国や米国の景気の減速を受
けて、その回復ペースが鈍化し、その影響を受けて生産も弱含んでおり、景気は足踏み状態となり厳しい状況で推移いた
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業績予想の修正に関するお知らせ  

最近の業績動向を踏まえ、平成22年５月７日に公表しました業績予想を下記の通り修正いたしましたので
お知らせいたします。  

記 

● 業績予想の修正について 

売上高 営業利益 経常利益 四半期純利益
1株当たり四半期純

利益
百万円 百万円 百万円 百万円 円 銭

前回発表予想(A) 4,167 52 48 30 5.21
今回発表予想(B) 4,128 △120 △115 △139 △24.24
増減額(B-A) △39 △172 △163 △169
増減率(%) △0.9 ― ― ―
（ご参考）前期第2四半期実績 
（平成22年3月期第2四半期）

3,303 △231 △184 △271 △47.03

売上高 営業利益 経常利益 当期純利益
1株当たり当期純利

益
百万円 百万円 百万円 百万円 円 銭

前回発表予想(A) 8,510 152 143 103 17.88
今回発表予想(B) 8,482 △109 △107 △143 △24.82
増減額(B-A) △28 △261 △250 △246
増減率(%) △0.3 ― ― ―
（ご参考）前期実績 
（平成22年3月期）

7,075 △318 △255 △423 △73.55

売上高 営業利益 経常利益 四半期純利益
1株当たり四半期純

利益
百万円 百万円 百万円 百万円 円 銭

前回発表予想(A) 3,839 19 18 12 2.08
今回発表予想(B) 3,715 △160 △141 △148 △25.81
増減額(B-A) △124 △179 △159 △160
増減率(%) △3.2 ― ― ―
（ご参考）前期第2四半期実績 
（平成22年3月期第2四半期）

3,070 △231 △181 △186 △32.31

売上高 営業利益 経常利益 当期純利益
1株当たり当期純利

益
百万円 百万円 百万円 百万円 円 銭

前回発表予想(A) 7,781 74 73 60 10.41
今回発表予想(B) 7,758 △157 △140 △154 △26.73
増減額(B-A) △23 △231 △213 △214
増減率(%) △0.3 ― ― ―
（ご参考）前期実績 
（平成22年3月期）

6,578 △341 △276 △410 △71.15



しました。 
 このような状況の中、当社グループは顧客対応の充実を図り、販売量の確保に努めましたが、売上高は4,128百万円と前
回予想を39百万円（0.9％減）下回りました。 
 この売上高の未達の主な要因は、電線事業の計画未達によるものです。電線事業の需要動向に影響の大きい設備投資
と建築着工は回復基調で推移いたしましたが、主要な市場である建設・電販向けの需要は、リーマンショック後の落ち込み
から未だ回復には至らず、前年を下回る低調な動きとなりました。また、電線の主要原材料である銅の期中平均価格（建
値）はトン当たり678千円と前年同期比129千円（23.4％）上昇しました。このような厳しい状況のもと、個別案件の獲得や顧
客対応の充実に努めましたが、電線事業の売上高は2,523百万円と前回予想を98百万円(3.7％減）下回りました。 
 利益面につきましては、生産性の改善や原価低減に取り組むとともに全社を挙げて費用の削減に努めましたが、営業損
失は120百万円と前回予想を172百万円下回りました。 
 この営業損失の主な要因は、電線事業の主要市場において需要が低迷したため、販売競争が激化し適正価格での販売
が困難になったことなどから、利益が大きく圧迫されたことにあります。これらのことから、第２四半期累計期間の業績を修
正いたします。 
 今後の経済見通しにつきましては、米欧の景気回復がもたつく中、中国の景気も減速の兆しがあり世界経済は不安定な
局面に入ると見られています。日本経済もその影響を受け、輸出や生産の回復ペースは当面鈍化すると見られています。
そして、景気対策効果の息切れや急激な円高、デフレの影響、雇用情勢の悪化懸念が依然残っていることなど景気を下押
しするリスクが存在し予断を許さない状況で推移すると思われます。このような状況と第２四半期累計期間の結果を踏ま
え、通期の業績予想も修正いたします。 
 電線事業の主要販売市場である建設・電販向け市場の需要は低迷しており、企業間競争が激化する中、適正価格での
販売に重点を置くとともに、Ｍ．Ｐ．Ｃ．（フィリピン子会社）製品の投入などにより商品力の向上を図り顧客満足度を高め、
拡販に努めてまいります。 
 ポリマテック事業では、住宅関連企業への拡販ならびに新規開拓に注力し、売上高の回復を図ってまいります。 
 これらの取り組みにより下期の売上高は上期に比べ5.4％の増収を計画しておりますが、通期では前回予想を0.3％下回
る8,482百万円と予想しております。 
 利益面につきましては、適正価格での販売による利益率の改善と原価低減、高付加価値商品の拡販による収益性の向
上に努めるとともに、全社的に経費の削減に取り組むことにより、下期営業利益は上期より130百万円改善するものの、通
期では営業損失109百万円を予想しております。また、通期の経常損失は107百万円、当期純損失は143百万円を予想して
おります。 
  個別業績予想につきましては、連結業績予想と同様の理由により、通期では前回予想を下回り、売上高7,758百万円、
営業損失157百万円、経常損失140百万円、当期純損失154百万円を予想しております。 
 なお、業績予想につきましては、本資料の発表日現在において入手可能な情報に基づき算定しており、今後の経済状況
等の変化により、実際の業績は予想値と異なる結果となる場合があります。 

以 上


